
データサイエンスはじめの一歩

micro:bitでプログラミング

環境（温度・湿度・気圧）データを収集

観測データから変化を読み考えよう！

・有機ＥＬモニター搭載
・防水温度計、超音波積雪計も接続可
・IoTサーバーでデータをリアルに視覚化
・Wi-Fi接続機能を搭載

■ IoTサーバーのグラフ表示 ※開発中のダッシュボード

Wi-Fi接続器

ATOM Lite

お天気Cubeに
Wi-Fi接続機能を搭載
簡単接続アプリも開発中！

＝お天気Cube＝で気象観測をしよう！

各地の計測データを
一覧でグラフ化

２地点の明るさと温度を同時表示
昼と夜の温度変化をグラフ化

屋内・外の温度を同時表示

https://nextday-kids.com/2024.02

用途に応じて様々な形態で表示ができます

※別途オプション

※開発中



https://nextday-kids.com/2024.02

・サンプルプログラム（抜粋）

初期設定

データ送信 （計測データをATOM Liteにシリアル送信）

有機ＥＬモニター表示
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お天気Cube

温度表示用
フルカラーＬＥＤ

データ表示用
ディスプレイ

電池ボックス
（電源スイッチ）

サーボモーター

防水温度センサー

超音波距離センサー
（積雪計）

I2c機器（GROVE端子）

外部接続機器

探究的な学びへのアプローチ

・一日の温度変化を記録して、温度との関連を調べる
・明るさを計測して、温度変化との関係を調べる
・気温、湿度、日照との関連を観測データから学ぶ

・九州と北海道で、
日の出/日の入り時刻や外気温が違うことを
観測データで確認する
地域により違う理由を調べる

日照と室内温度

日照と外気温
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九州と北海道との気温差

九州と北海道との気圧差

九州と北海道との気温と日照時間
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１日の変化

１週間の変化

ダッシュボード

６時間の変化 現在の外気/室内温度

計測中の環境データ



◆多量のデータを分析して、問題（課題）を解決するための方法を
データサイエンスといいます。

公益財団法人統計情報研究開発センターが実施している「統計グラフ全国コンクール」
https://www.sinfonica.or.jp/tokei/graph/index.html

・小学生のにもつのおもさ（小学2年生）
ランドセルの重さを毎日量り、内容物の内訳を明らかにしながら
曜日ごとの重さの違いを検証

・ぼくが何回ぐらいお母さんにおこられているか（小学3年生）
母親に叱られた回数を、日付別、時間帯別、叱られた理由別に集計して分析

身近な問題をデータで分析・解決してみよう（1）
https://www.zkai.co.jp/saponavi/el/featured/66464/

データエンジニア、データアナリスト、データサイエンティスト
の3つの分野があり、それぞれには異なるスキルや知識が必要です。
特に高速なコンピューターでプログラミング技術を活用して大規
模なデータから問題解決に必要な情報を得ることができます。
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